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汎用オフィスソフトを利用した
アンケートデータの入力と集計（1）

































行うことになるが，一般的には，1ケース 1レコード（表計算ソフトでは 1ケース 1行であ




































































































































































































力するには 68セルが必要ということになる（図 1と表 2では多重回答をすべて 2値方式とし
て入力しているが，問 9，問 10などを 3つまでの複数選択方式として入力すれば，43セルと
なる）。






表 2 図 1のアンケート票に対応した入力フォーマット例
ID
問 1 問 2 問 2−1（S. M） 問3（R）問 4 問 5 問 6（M） 問 7
記入 1 2 3 4 NA 記入 記入 1 2 3 4 5 6 7 NA 記入
N N N S N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 S N N N S N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N S
問 8 問 9（M） 問 10（M）
記入 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 NA 記入 1 2 3 4 5 6 7 NA
N S N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 S N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1
問11 問 12（M）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 NA 記入
N N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 N 1 S


















要な場合に CSV（Comma Separated Values）やテキスト形式に変換するのが普通のことと
なっている。データ入力会社に依頼する場合，それぞれの会社独自の入力支援プログラムが利









































前掲調査（図 1）に対応したコントロール情報の記入例。このアンケート票は本文が 7頁（見開きを 1
頁とすると 4頁）であり，入力フォーム数は 4つとなっている。第 1フォームでは，オプションボタ
ンを割り当てた択一式の設問が 7つ，問 1は選択肢が 5つで，そのデータは第 2列に書き出される。
多重回答（2値方式）のためチェックボックスを割り当てた設問数は 5つで，その最初の問 2−1は，
選択肢が 4つで，データの書き出しは 5列以降。直接入力のためテキストボックスを割り当てたのは 9



















































れている。データは変数名の書き込まれた 4行から 104行までで，1列から 164列までが集計対象
であると指定している。作成するクロス表は，163（総数），160（地区），161（性），162（年齢）
































ホームページ（http : //www.bukkyo−u.ac.jp/mmc 01/naito/）で既に公表している。本稿はそのエ
ッセンスを要約的に示したものである。
なお，本稿で使用した Excel は Microsoft Corporation の登録商標である。
盪 このアンケート票は，阪神・淡路大震災復興公営住宅入居者 生活実態調査実行委員会が 1999年








択式は「Multi Answer（MA）型」，2値方式は「Yes or No（YN）型」と名づけて説明している。
〔付記〕
この研究ノートは，2006年度佛教大学国内研修の成果として発表している。
（ないとう みつよし 現代社会学科）
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